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PRESS RELEASE  2025/12/12      
 

気候変動による⽣息環境変化が⽇本産サケを減少させる 
〜サケ資源管理や保全への貢献に期待〜 

 
ポイント        

・1998-2022 年に北太平洋で海洋の温暖化、基礎⽣産の減少、極端現象が起きていたことを解明。 
・サケ⽣息海域の南部は縮⼩し、北部は拡⼤していたことを発⾒。 
・⽇本産のサケ量の減少は、北太平洋の摂餌海域・越冬海域の減少と⼀致。 

 
概要                    

北海道⼤学北極域研究センターのアラビア アイリーン ドロルフィーノ特任助教、⿑藤誠⼀研究
員、ホルヘ ガルシア モリノス准教授、平⽥貴⽂特任准教授、帰⼭雅秀研究員、同⼤学⼤学院⽔産科
学研究院の上野洋路教授、北⾒管内さけ・ます増殖事業協会の宮腰靖之博⼠、Green Life Innovation 
Inc.の⾼橋⽂宏⽒らの共同研究グループは、1998 年から 2022 年における北太平洋の海洋環境の変化
と⽇本産サケのバイオマス動態との関係を分析しました。その結果、サケの摂餌海域と越冬海域が著
しく変化しており、特に北太平洋の⽣息南限における⽣息域が減少し、⽣息北限はベーリング海北部
やチュクチ海南部へ拡⼤していたことが分かりました。海洋温暖化、動物プランクトン量の減少、海
洋熱波などによる複合要因がサケの摂餌・越冬海域の減少をもたらし、⽇本産サケのバイオマス減少
と連動していました。 

なお、本研究成果は、協定世界時間 2025 年 12 ⽉ 3 ⽇（⽔）公開の Scientific Reports 誌に掲載さ
れました。 

  

 
1998 年から 2022 年までの越冬期におけるサケの季節⽣息海域の変化の空間分布。 

（a）冬季（12 ⽉-2 ⽉）、（b）春季（3 ⽉-5 ⽉）、（c）夏季（6 ⽉-8 ⽉）、（d）秋季（9 ⽉-11 ⽉） 
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【背景】 
気候変動は、海洋に⽣息する種の分布を変え、⽣態系サービス*1 を脅かすなど、海洋⽣態系に対し

て様々な影響を及ぼすようになってきました。研究グループは、気候変動に基づく海洋環境の変化が
サケの時空間分布や⽣活史に及ぼす潜在的な影響について調査研究を⾏いました。サケは北太平洋⽣
態系のキーストン種*2 であり、商業漁業にとっても重要種であり、先住⺠や地域住⺠にとっての⾷料
安全保障、健康、経済、⽂化の基礎となっています。 

 
【研究⼿法】 

研究グループは、北太平洋におけるサケが 1998 年から 2022 年にかけて気候変動にどのように応
答し影響を受けたかを、マルチモデルアンサンブルアプローチ分析により検証しました。すなわち、
サケの出現頻度を⽂献やオンライン情報から収集し、季節ごとの情報として編纂しました。環境情報
とサケの分布のデータから、摂餌・越冬のための回遊期における最適⽣息地を多数のモデルを⽤いて
予測しました。このモデル予測の結果を⽤い、過去 25 年間における季節的⽣息域の変化速度と時間
的な変化傾向を調査しました。 

 
【研究成果】 

研究グループの結果は、⽣物気候学的速度*3 に基づき北太平洋のサケの分布範囲全般にわたり季節
的な⽣息海域変化のパターンを⽰し、過去 25 年におけるサケ⽣息海域の縮⼩・拡⼤を浮き彫りにし
ました（p1 図）。特に、季節によらず、北限域では⽣息海域の拡⼤が⾒られ、反対に南限域では⽣息
海域の減少が⾒られました。また、冬季から春季にかけては、⻄部北太平洋とアラスカ湾の南部で、
越冬海域の減少が⾒られました。これに伴い、東ベーリング海北部とチュクチ海南部の摂餌海域は拡
⼤していました。重要なことに、⽇本産サケの推定回遊域における季節的な⽣息海域の変化は、オホ
ーツク海や中央ベーリング海の摂餌海域の⼤きな減少を⽰しました（図 1）。これは、2013-2022 年に
起きた海洋熱波の時期と⼀致し、アラスカ湾内の最適越冬海域の⼤きな経年変化を伴っていました。
同時に、この期間は⽇本産サケの⼤きな減少により特徴づけられました。 

 
【今後への期待】 

研究グループの発⾒は、急激な気候変動によるサケ個体数への影響に関する証拠を⽀持するものと
なり、北太平洋の広範囲にわたる⽣息海域で併発する変化への洞察を与えます。サケの気候変動や環
境変動への暴露や脆弱性は過去 25 年で増加し、近年のサケの季節的⽣息海域の変化や縮⼩を招きま
した。気候変動や他の⼈為的環境負荷が悪化する中、既知の分布域内あるいは域外のサケの時空間変
化を理解することは、減少するサケ資源を保全するための「⽣態系に基づく資源管理」にとって極め
て重要なことです。 
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【参考図】 
  

  

図 1．（a）⽇本産サケの北太平洋における推定⽣息海域（⿊枠）、（b）1998 年から 2022 年までの 1 年
あたり漁獲尾数（棒グラフ）とその減少傾向（破線）、（c）オホーツク海、（d）⻄部北太平洋、（e）中
央ベーリング海、（f）アラスカ湾における 1998 年から 2022 年までの摂餌・越冬回遊時の平均的な通
年最適⽣息海域指標の時系列。 

 
【⽤語解説】 
＊1 ⽣態系サービス … 直接または間接的に⼈間が⽣態系から受ける便益のこと。 
＊2 キーストン種 … ある⽣態系において、その構造や機能に重要な種。 
＊3 ⽣物気候学的速度 … ⽣物種の⽣息地が時空間的に変化する速度。 


